
６、病気とその対処法 
 
脳内出血（受精後４週以内の幼生期に多い） 

体色が白っぽくなり、透明感が無くなります。個体を上から見ると頭蓋内（延

髄のあたり）に血液がたまります。この状態になると助けることは難しく、まもなく死
亡します。古いブラインシュリンプを長時間入れたままにしておくと頻発するので、質
の低下したブラインシュリンプによる水質の悪化が原因と考えられます。ブラインシュ

リンプを十分に食べたら（ブラインシュリンプを与えてから２から 4時間後を目安に）、
早めに飼育水を交換しましょう。厄介なことに、一度この症状がでた水槽は、水を交換
しても、翌日や翌々日に同じ症状で死亡するイモリが出ます。 

 
 
変態後期の突然死 

エラが無くなる時期にイモリが突然死することがあります。それらのイモリ
を解剖すると、肺に膿がたまり、穴が開いています。このとき、肺の中にはブラインシ
ュリンプの卵殻が多数見つかるので、ブラインシュリンプやその卵殻が誤って肺に入る

ことが原因と考えられます。肺が形成される時期（受精６から７週）になったら配合飼
料に切り替えること、濾過器をいれた水槽（エアレーションにより溶存酸素量が高くな
ります）で飼育することで、生存率は大きく上昇します。 

肺から漏れた空気が腹腔内にたまる結果、腹が大きく膨らんで水面に浮いた
状態で生きていることがあります。その場合は、注射針をお腹に刺して空気を抜いた上
で、エアーレーションを行った水の中で飼育することで回復することもあります。 

 
 
水カビ感染（変態期から変態後まもない個体の指先に頻発する） 

変態期のイモリの指先に白い菌糸の束が見られます。成体にはほとんど発生
しません。感染が起こった部位は赤くただれ、指先等は溶けて落ちてしまいます。 

水道水 1 L に対して食塩 10 g を溶かした水に１０分間浸けることを１、２

回行えばたいていは回復します。変態の後期になったら、予防の目的で食塩水につけて
もよいです。なお、カビに感染して溶けてしまった指や尾の先端部は再生します 

幼生個体が殆ど動けないくらいの小さな容器で飼育すると、肢先がカビやす

くなります。イモリが泳げないため、脱皮した皮や汚れが指先に留まることが原因のよ
うです。容器のサイズを大きくすることは予防に有効です。 
 



 

皮膚の潰瘍（幼体から成体） 
成体では高水温下で頻発します。変態後間もない個体は皮膚が弱いため、高

水温でなくても、水の汚れに伴い発生します。潰瘍の範囲が小さければ、水道水 1 L

に対して食塩 10 g を溶かした水に 10 分間浸けることで回復します。範囲が広いとき
には、ジェンタマイシンを含む 25 %ホルトフレーター液に 24-48 時間浸漬することで
回復します。 

 
 
下あごの突出（幼体から成体） 

汚れた水の中で長期間飼育することで発生します。一度突出した下あごは水
をきれいにしても戻ることはありませんが、個体の生存にはほとんど問題はありません。
ゼノパスでは、高アンモニア（水が汚れた）状態下で飼育を続けることで起こるとされ

ているので、イモリでも同様の原因だと考えられます。 
 
 

風船病 
イモリの体がパンパンに膨れていき、餌を食べなくなり、やがて死んでしま

います。ゼノパスでは風船病と呼ばれており、細菌感染が原因とされています。抗生物

質を加えた飼育水で飼育しても状態が改善することはあまり期待できません。感染性は
それほど高くないので、罹患したイモリを処分することで対処します。 

成熟したメスのイモリを長期間飼育していると、お腹に大量の卵がたまり、

風船病の様な外見になります。この場合は、ゴナドトロピンを注射して排卵をさせるこ
とで改善されます。 



 
幼生の腹水 

腹水がたまり腹部がふくれあがる状態は幼生期に多発します。主な原因は、
心臓の発達に異常がある場合と、28℃以上の高水温です。前者の場合は回復の見込み

は無いので安楽死させます。高水温が原因であれば、水温を下げることで回復します。 
 
 

成体の突然死 
濾過器をセットした水槽で飼育していた成体を、濾過器の無い小さな容器に

移すと、数日以内に死んでしまうことがあります。幼体の頃から小さな容器で飼育を続

けてきたイモリには問題は起こらないので、濾過槽のある水槽から小さな水槽に移した
ことによる水質の急激な変化（悪化）が原因と考えられます。小さい容器に移した際は、
その容器になれるまで頻繁に水換えを行います。 
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